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今月の表紙

　平成20年に発生した「岩手・宮城内陸地震」に

よる大きな被害を受け、平成 23年 4月から、保

存整備事業に取り組む予定であった矢先の平成23

年 3月11日、東日本大震災が容赦なく旧有備館及

び庭園を襲いました。

　主
お も や

屋が無残にも倒壊し、附
ふ ぞ く や

属屋や伝
つたえろうか

廊下は大き

く歪み、いたる所で壁が崩落したほか、庭園は池

の護岸が沈下し、散策路に地割れが発生するなど、

目を背けたくなるような光景に、地域の皆さんの

消失感は計り知れないものがありました。

　平成23年12月から復旧工事が始まり、解体し

た柱や土壁の土などはできる限り再利用し、新た

に耐震補強を加えるなど、文化財修復専門の職人

たちによる、国指定重要文化財と同等の修復・復

旧工事が行われてきました。また、地域内外から

多くの心配や励ましをいただき、有備館の早期復

旧にと、合わせて1,380 万円に上る浄財が寄せら

れるなど、物心両面にわたり、多くの皆さんに支

えられました。

　被災から4年の歳月をかけて行ってきた主屋・

附属屋・伝廊下の建物の災害復旧工事が3月に終

了し、有備館のあの凛
りん

とした佇まいがよみがえり

ました。建物内部の常設展示設備の工事が来年3

月まで続くため、しばらくは、庭園散策路側からの

眺めとなりますが、廻遊式池泉庭園が見せる四季

折々の草花や、池に逆さに映り込む有備館を楽し

むことができます。すべての災害復旧工事が完了

する来年3月まで入場料無料で観覧できますので、

ゴールデンウィークは、悠久の歴史を感じに、有

備館へ行ってみませんか。

　倒壊後も、有備館の魅力と岩出山の

歴史・文化を伝え続けてきた岩出山ボ

ランティアガイドの皆さん。「有備館が

見られない間も訪れてくれた皆さんに

感謝の気持ちでいっぱいです。この4 年

間、一日も早い復旧を待ち望んできま

した。これから、案内にも一層力が入り

ます」と、有備館本来の姿を案内できる

喜びを語ってくれました。

 平成23年3月11日、被災直後の有

備館   貴重な文化財である古材

は、埋
う め き

木、継
つ ぎ き

木と言われる工法などを

駆使して極力再利用されました  

～ 被災前の姿に戻すための調査

で判明した痕跡や古い写真、古絵図

などの記録をもとに、の違い棚や

の縁の板の向きなど、江戸時代の

姿に復元された部分もあります

多くの皆さんのお越しをお待ちしています

震災から4年の歳月を経て

▲写真左から、中森成信さん、筒井

ミエ子さん、御宿ときえさん
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表紙の写真　震災から 4 年の歳月を経て復活（国指定史跡及び名勝 旧有備館及び庭園・岩出山地域）

平成 27 年 5 月 1 日発行

【毎月 1 日発行】
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